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編集者から、ひとこと
　祈りと黙想をするというのは、NAにつながったばかりのときにはとっつきにくいもの
だ。遠慮したいとか、ゾッとするというメンバーも少なくない。それでも12のステップ
によって歩みを進めながらそれぞれにいろんな経験をすることで、スピリチュアルなこ
とに対する取り組み方は変わってくる。そして、それぞれに学んだことを仲間たちとわ
かちあううちに、なるほどそういうことだったのかと、わたしたちの回復には一筋の道
がみえてくる。だが、わたしたちひとりひとりの進路は、NAという仲間の集まりのた
めに行う活動によって変わってくるのだ。

　今月号の『NA Way マガジン』では、いつもどおり個人の経験がわかちあわれてい
る。それによってわたしたちは、こうして旅をしているのは自分ひとりではないのだと
気づかされる。それはまた、NAが新しい場所に根付いていけば、そこでNAにつながっ
た人たちもやはり孤独ではなくなるということだ。フェローシップディベロップメント
に関する記事によって、わたしたちはそのことを思い出させてもらえる。そして毎月、
世界中でNAが成長と発展を遂げている様子がつぶさに語られることで、NAワールドサ
ービスが新しいNAを育むために役立てている方法を、みんなで共有できるのだ。今月
号では、『NAWSアニュアルレポート[NAワールドサービスの年次報告]』から何ペー
ジかをそのまま取り上げて、成長しつつある２つのNAに焦点を当てている。（これとあ
わせて、www.na.org/AR2016 にある今年度と過去の年次報告にも目を通していただけ
れば、みなさんのワールドサービスに関する豊富な情報を知ることができるでしょう）

ド・J （エディター）

P.S／.追記：NA Way マガジンでは、世界各地で「みなさんの」NAが発行している
ニューズレターの特集を予定しています。みなさんのニューズレター郵送リストにワー
ルドサービスの住所を登録していただくか、naway@na.org 宛にみなさんのニューズ
レターを配信していただくようにお願いします。選別は、2017年7月末日までに届い
たものによって行います。また、みなさんのニューズレターに関するガイドラインも、
ぜひお寄せください。こちらで収集したものは、　na.org/localresourcesで世界中の
仲間と共有する予定です。

表紙写真：2016年のバハ カリフォルニア コンベンションによるアート作品

オーディオファイル付き

　NA Way マガジン では、読者のみなさんが参加される
のをお待ちしている。この年に４回発行される定期刊行物に
よって、ぜひ、世界中の仲間たちと分かち合いをしていただ
きたい。回復するなかでの経験はもちろんのこと、NAのさ
まざまなことに関する意見や、これからの課題などについて
も投稿をお待ちしている。ただし、投稿された原稿はどれも
みな、ナルコティクス アノニマス ワールドサービス社に所
有権があるものとされる。購読の予約、編集に対する意見の
ほか、著作権など実務的なことでの相談は、PO BOX 9999, 
Van Nuys, CA 91409-9099 にお問い合わせいただきたい。

　NA Way マガジン は、NAメンバーがそれぞれに自分
で経験したことや自分なりの意見を紹介する雑誌である。
ここにはNA全体の意見は表明されていない。そしてもち
ろん、ナルコティクス アノニマス、NA Way マガジンま
たはナルコティクス アノニマス ワールドサービス社によ
って支持されていると受け取れるような記事も掲載されて
はいない。また、インターネットからNA Way マガジンを
配信することを希望する場合には、上記のアドレスに手紙
をいただくか、naway@na.orgにeメールをいただきたい。

　NA Way マガジン（The NA Way Magazine： ISSN 
1046-5421）、NA Way（The NA Way）、ナルコティク
ス アノニマス（Narcotics Anonymous）、この３つは、
ナルコティクス アノニマス ワールドサービス社のトレード
マークとして商標登録されている。NA Way マガジン は、
ナルコティクス アノニマス ワールドサービス社（19737 
Nordhoff Place, Chatsworth, CA 91311）によって、年
に４回発行される。

世界中で
読まれている
NAの定期刊行物

NA Way マガジン は、ナルコティクス アノニマスのメン
バーのための雑誌であるため、英語、ペルシャ語、フラン
ス語、ドイツ語、ポルトガル語、スペイン語など、さまざ
まな言語で出版されている。そしてこの雑誌の使命は、ひ
とりひとりのメンバーに回復とサービスに関する情報を提
供することであり、そこには回復にまつわる喜びだけでな
く、現在NAで問題となっていることや世界中のNAメンバ
ーのだれにとっても見過ごせないイベントなども取り上げ
ている。編集スタッフはこのような使命に従い、世界中の
メンバーが特集記事をはじめとするさまざまな記事を書い
て、自由に載せられる雑誌にしようとするのはもちろん、
現在行われているサービスやコンベンションに関する情報
を提供することにも力を注いでいる。だが、これが定期的
にメンバーに届く雑誌であるからには何よりもまず、『ア
ディクトであれば、どんなアディクトであっても、薬物を
使うのをやめることができ、使いたいという欲求も消え、
新しい生き方を見いだすことができる』というNAの回復の
メッセージをたたえることにこそ力を注ぐ

NA World Services, Inc.
PO Box 9999

Van Nuys, CA 91409 USA
Telephone: (818) 773-9999 

Fax: (818) 700-0700
Website: www.na.org

NA Way マガジン では、読者のみなさんからのお便りをお待ちしている。掲載され
た記事に対する感想はもちろん、NAという集まりのなかで取り上げられている問題につ
いてひとつの考え方を示すにすぎないものであっても、エディター宛に送っていただき
たい。250字以内にまとまっていれば、そのまま編集の手を加えずに掲載されることに
なっている。お便りには、本名、現在使われている住所および電話番号を明記すること
をお忘れなく。掲載される場合には、アノニマスでという希望がないかぎり、ファース
トネームと苗字のイニシャルを署名として用いることになる。

http://www.na.org/subscribe
http://www.na.org/admin/include/spaw2/uploads/pdf/naway/en/NAWay_Apr17_photocollage.pdf
http://www.na.org/AR2016 
mailto:naway%40na.org?subject=
mailto:naway%40na.org?subject=
mailto:na.org/localresources?subject=
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アート作品：　ミシェル・G（アメリカ合衆国／カリフォルニア） 

対人関係
　「対人関係というのはひどい痛みをともなうことがある」。『ベーシックテキスト』
の「回復とリラプス」の章には、そう書かれている。俺がクリーンになって８ヶ月にな
ったとき、女房は荷物をまとめ、息子二人を連れて出ていった。俺は、女房に逃げられ
たことを言い訳にして使ってしまった。そんな俺に、ハイヤーパワーは助けを求めろと
いってくれた。俺はわらにもすがる思いで、7年のクリーンタイムをもつ兄貴に迎えに
きてくれと頼んだ。ニューヨークからバージニアまで長い道のりだったが、ミーティン
グでホワイトキータッグをもらうことができ、それによって俺はもうかれこれ18年ク
リーンにとどまってきた。

　また、『ベーシックテキスト』の「どのように効果があるのか」の章では、こんなこ
とがあった。以前に、あるNAのコンベンションでその一節を読んでいるときに、「私た
ちの回復を何より妨げるもの」というところで、「対・人・関・係！」と叫んだ仲間が
いた。その場にいた俺たちは、クスクス笑ってしまった。お互い、身につまされておか
しかったのだ。すると、ひとりのオールドタイマーが、俺に向かってこういった。「こ
のプログラムは、神から与えられたものなんだ。言葉でもてあそぶな。おかしいことな

んかないだろ、対人関係が破綻した苦しみから使ってしまったり
死んでしまったりした仲間は、ひとりやふたりじゃないんだぞ」

　回復の道を歩みはじめたころ、俺は家庭が壊れた痛みについて
わかちあった。それでも「使わないで自分も他人も傷つけず、ミ
ーティングに通いつづけていればいい。そうすれば、ものごとは
良くなっていく」と、NAは教てくれた。そして、独り身の父親に
なる道を示してくれた。俺は、あきらめることばかり考えていた
んだ。それが、プログラムに取り組むことによってすっかり好転
した。たとえ、もう1日クリーンでいるというだけに過ぎないと
しても、好転していることにはちがいはなかった。

　それから何年もして、クリーンになって22年の兄貴が離婚し
た。インターネットで知り合った女とくっついてよその州に行
き、ふたりは結婚した。だが２、3年もすると、ふたりの仲はギ
クシャクして、うまくいかなくなった。兄貴はリラプスしてしま
い、それからはどうしてもクリーンにとどまることができなかっ
た。その時点で、俺は17年もクリーンでいられたのだから、今度
は俺が14時間の道のりを運転して、かつて自分がしてもらったよ
うに兄貴を迎えに行こうと思った。

　だが、現実は甘くなかった。兄貴は、疲れたというメッセー
ジを俺に送ってきた。そして、薬物とアルコールを大量に摂取
して命を落とした。

「回復とリラプス」の章は、リラプスを防止するものだと言わ
れている。俺がつながったばかりのとき、亡くなった兄貴はこ
んなことを教えてくれた。「ミーティングで『ベーシックテキ
スト』の引用を耳にしたら、例の対人関係はひどい痛みをとも
なうことがあるという一文の前と後にある段落を読んでみろ。そ
れで、腑に落ちるってもんだ」。 兄貴は正しかった。「この5分
をあきらめなければ、奇跡は起きる」とか、「頑張るんだ、使わ
なければ、うまくいく」とか、痛みを経験していなけりゃ言うの
は簡単だ。何があろうと、まずはクリーンにとどまることに決ま
ってる。長年にわたる浮き沈みを通して、絶対にくじけないでい
られたのは、祈りと「回復とリラプス」の章のおかげなんだ。

ロジャー・R（アメリカ合衆国／バージニア）

http://www.na.org/subscribe
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黙想による恩恵
私は、NAにつながったばかりのときも、回復の道に踏み出してしばらくの間も、黙想には

懐疑的だった。黙想をしなくていいことにするもっともらしい理由はないかと知恵をしぼり、
『ベーシックテキスト』の「どのように効果があるのか」のなかに、これだというものをひき
あてた。「祈ることをしない仲間にとっては、黙想だけがこのステップの実践の方法だ」とあ
る。自分は特例だと思った。私は黙想をしない人間だから、祈ることだけがこのステップを実
践する方法だった。

　私はステップ11に取り組むなかで、「なぜ、黙想をするのか」とスポンサーや仲間たちに
たずねた。答えは簡単だ。NAによってもたらされる恵みをあますところなく享受したいなら、
選り好みせず、プログラムを丸ごと実践していく必要があるということだった。もちろん、黙想
はしなければならないわけではないから、しなくてもいいが、その場合には限られたプログラム
の限られた恩恵で手を打つことになる。では、黙想による恩恵とは何か。NAの文献によれば、
「黙想を通して気持ちを落ち着かせると、心の奥から安らぎが感じられるようになる」こと、そ
して「黙想によって最初にあらわれる効果は感情のバランスである」ということだ。それに、
この11番目のステップでは、私たちは祈り「や」黙想によって求めたとはなっていない。だか
ら、私は実際にやってみるようになった。

とはいえ、ほかのステップに初めて取り組んだときと同じで、心を開こうとしても開ききれ
ないまま、これでいいのかと不安になりながら始めていった。それが1年もすると、なんとなく
ではあるが奥深い変化がいくつかもたらされつつあることに気づいた。しかし、私の場合、なん
となくというのはうまくいかないことが多い。だから、まったくなすすべがないという状態にな
るまで、助けが必要だと認めることができなかったのだ。それは黙想にもあてはまる。打ち消
しようのない決定的な経験が必要だったのだが、それを初体験したのは自然のなかであった。

　私は、樹の生い茂る切り立った崖の上でベンチに腰かけ、眼下にのぞむ太平洋の日没を眺め
ていた。心がおちつき、自己中心的な考えから解き放たれると、周囲のものごとがよくわかるよ
うになった。海から吹きつける風が崖を駆けのぼってくると、腕のうぶ毛や髪の毛をなびかせ、
ざわめく音がする。あたり一面に潮の香りがたちこめている。この自然の神秘につつまれた場所
から発するエネルギーが、あらゆるものに喜びをもたらしている。眼下にひろがる砂浜では、恋
人たちがそぞろ歩き、子どもたちが水辺で砂遊びに興じ、犬が追いかけっこをし、波がたえまな
く打ち寄せては砕け散る。そして太陽が、まさにみるみるうちに、遠くの水面に沈んでいく。　

そのとき、ほんの一瞬、太陽が静止した！ 犬は追いかけっこをやめ、子どもたちは遊ぶのを
やめ、恋人たちは歩くのをやめた！ 絶えず吹きつける風がやみ、私の呼吸も心臓の鼓動もとまっ

た。一瞬が、永遠になる瞬間。あの瞬間に、わか
った。そして今も、わかっている。風は、一定不
変のものであったことなどない。音も、光景も、
私の心や気持ちも、一定不変なものでありはしな
い。宇宙に存在するあらゆるものは、完璧なリズ
ムで鼓動している。だから、私も、そのなかで鼓
動している。もはや、自分がそうして鼓動する宇
宙に存在するという事実は否定できないし、黙想
の価値も認めないわけにはいかなかった。心が開
かれたことで身構えるものがなくなり、スピリチ
ュアルな世界を堪能することができた。もう、迷
いがなくなった。

今では、黙想が日課となっている。いまだに
根底から揺さぶられるような経験をすることが
あるが、そういう体験はあくまで例外であり、
普通のことではない。たいていは何も起こらな
い。だからこそ、すっかり心穏やかでいる。私
はほとんどの場合、身勝手で自己陶酔的で貪欲
なエゴに支配されているが、だからといって、エ
ゴだけで私という人間が明らかになるわけではな
い。祈りと黙想によって、そういうことがわかる
ようになった。

そして、祈りと黙想を実践していれば、エゴ
の要求を脇に退けて自分のことばかり考えてい

ライオンロック（ニュージーランド／オークランド）
2012年撮影：スー・H（オーストラリア／シドニー）

http://www.na.org/subscribe
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長い道のり
　僕は、アディクトのマシュー。カナダ
のケベック州ラバルで回復の道を歩んで
いる。今は、クリーンになって1年と9
ヶ月（2016年の10月現在）。ここま
では順調に歩んできたけど、自分の人
生がアディクションという病気によっ
てどれほど牛耳られていたかというこ
とが理解できるようになるまでは、長
い道のりだった。
　NAとの最初の出会いは1996年で、
僕が18歳のときだった。ホームグルー
プに参加してNAのサービスにかかわっ
たが、よくなるためにしたことはそれ
だけだった。自分の回復に取り組まな
いでいたら、1998年にリラプスしてし
まった。2000年と2001年にも、やは
り同じ結果になった。そして再起を果
たし、クリーンタイムが8年続いて回復
にも本腰を入れたが、プログラムを実行
する努力はつづかなかった。
　先延ばしすることは、まさしく僕の生
き方の欠点になっている。今日やってし
まえばいいものを、かならず明日に延ば
す。アディクションという病気は、油断
ならない。こっそりと進行するんだ。だ
から、サービスの委員会や会議によって
NAの役に立つことをしていようと、８
年間クリーンでいようと、社会に受け
入れられてしっかり生きていようと、
そんなのはどれも回復のプログラムに
取り組むことの代わりにはならない。
　2010年からの5年間、僕はこの病気
によってずっと希望のない日々を過ご

すことになった。そのさなかに結婚を
して家庭を持ったが、15ヶ月後には妻
から離婚を言い渡された。今もって、
あきれてしまう。だが、それは、僕が
否認から抜け出てNAのミーティング場
に戻るようにと、ハイヤーパワーがし
てくれたことにほかならなかった。僕
はすべてを手に入れて、すべてを失っ
た。恋人、可愛いさかりの子供がふた
りと、もうすぐ生まれる子がひとり、
家、仕事、友人たち。何もかもを失っ
たのはアディクションのせいであると
同時に、プログラムに取り組まないで
この病気に支配されるままになってい
たせいでもある。
　そして、2015年のことだった。ハイ
ヤーパワーが助っ人をよこしてくれた。
僕のいちばんの仲間で、そもそも1996
年にNAのことを僕に紹介してくれた人

る状態から自由になることができるの
だから、ありがたい。

エゴというのは、心や頭にあるこ
とを手当たり次第に食い物にしようと
する。そんなことばっかりしているの
で、身体のことがわかっていない。喜
びを与えてくれる道具ぐらいにしか考
えていないため、身体のはかなさに愕
然とさせられるのだ。私の肝臓や腎臓
の働きなど、気にもとめていない。毎
度のように、私の身体をパシリのよう
に使う。いじめと同じで、おとなしく
自分のいうとおりにしろと命じる。そ
れが今や、黙想の静けさのなかで、エ
ゴはとまどう。私はただ呼吸している
だけなのに、吸って・・・吐いて・・
・吸って・・・と無心になられては、
とてもかなわないと白旗を上げてエゴ
が縮小していく。私の意識に対する要
求をいくつかあきらめる以外に、なす
すべがないのだ。

やがて、私は自分が息をしている
というなんの変哲もない事実に集中す
るようになった。だが、静かに座し
て、存在する以外には何もしないこと
によって突きつけられる課題は、並大
抵のことじゃない。ただひたすら呼吸
をすることだけに注意を払おうとして
いるそばから、雑念に気をとられる。
頭がものすごい勢いで右往左往しなが
らせわしなく動き回っているのに気づ
く。だが、エゴの絶え間ない要求に向
けられていた注意が一瞬にして呼吸だ
けに集中すると、徐々に雑念が払われ
ていき、ふつうならエゴによって追い
やられてしまう情報がもたらされる。
それによって、私はふだん気にかかっ
ていることとは関係のないこと、すな
わち心臓の鼓動や息づかい、骨格、手
や足、血液の流れ、そして自分をとり
まく現実世界を意識するようになる。

するとたちまち、草は青さを増し、
雪は輝くばかりの白さとなる。回復、
愛なる神との一体感、地球という惑星
とそこに生きるあらゆる生物。自分
がいるべき場の鼓動を認識したその
瞬間、あらゆるものが静止する。黙想
はしなければいけないわけではないの
に、私は黙想をしたいと思うようにな
ったのだ。「ステップ11がなかった
ら、スピリチュアルな目覚めを経験す
ることもないだろうし、毎日の生活の
なかでスピリチュアルな原理を実践す
ることも、ほかの人たちを回復へと引
きつけるメッセージを運ぶこともでき
ないだろう」今日だけ、私は「やっと
手に入れることのできたスピリチュア
ルな宝物の恩恵」に対して感謝の気持
ちを変わらずにもっていよう。もう、
迷いはない。

アノニマス
編集注：この記事にあるNA文献か

らの引用文はすべて、『ベーシックテ
キスト』の第４章「どのように効果が
あるのか」によるものです。

物でもある。この仲間が2015年の1月
12日に僕の家にやってきた。しかも、
この仲間はあれからずっとクリーンでい
た（今もそうだ）。だから、この日をか
ぎりに、僕はもう使わないと決めた。そ
れでも、「自分からクリーンになった状
態」で2ヶ月も経ってからでないと、ミ
ーティングに足を運べなかった。5年ぶ
りのミーティングで、苦しんでいるアデ
ィクトであると名乗ったとき、僕にはひ
とつだけわかっていたことがある。NA
でこれまでの15年間とはちがう結果を
望むなら、これまでとはちがう行動を取
らなければいけないということだ。だか
ら僕は、新しいスポンサーを探した。
 スポンサーとの間では、自分がステッ
プに取り組んでいくことによってスポン
サーに導いてもらいたいということがは
っきりしていた。僕は、せっせとミーテ
ィングに通い、NAの役に立つことをし
た。とにかく、これまでとちがう態度
で、これまでとちがうことを次々とや
った。それによって、これまでとちがう
結果がもたらされた。つまり、ステップ
に取り組み始めてまもなく、何もかもが
ちがってきて、うまくいくようになった
のだ。何ヶ月もの間、いい時も悪い時も
たくさんあったが、僕はクリーンにとど
まった。ステップ１に取り組んでいるう
ちに、僕の生き方には否認がしっかり染
みついてしまっていることがわかった。
また、僕は先延ばしばかりしていたが、
そこにはある種の先延ばしが潜んでいた
ことも理解するようになった。最初はそ
れがなんなのかよくわからなかったのだ
が、そのうちに、僕は先延ばしすること
でリラプスする余地を残していたのだと
わかった。そんなことをしていた僕がク
リーンにとどまれたのは、スポンサーと
仲間たちのおかげだと感謝している。
　そして、役に立つことをするのもま
た、僕が生きるうえで重要な役割を果
たしてきた。NAの会場にたどりつい
たころの僕は、若者、すなわち青年の
「部類」だった。それがこの歳になっ
て、NAのユース（ヤング向け）コンベ
ンションで役に立つことをさせてもらう
なんてまったく皮肉なもんだが、それに
よって僕はエゴの抑え方や、人との接し
方や、チームでの取り組み方を学ばせて
もらえた。今は、サービスにかかわるな
かでステップとスピリチュアルな原理を
活かすことによって、自分を抑えること
も学んでいる。僕は、ほかのだれよりも
尊大になりかねないから、それがわかっ
て以来、サービスの委員会でそういう自
分が出ないようにしたいと思ったんだ。
　経験があろうとなかろうと、みんなチ
ームの一員であることに変わりはない。
そのことを認めるために、僕は謙虚でい
ようと必死に努力している。そうすれ
ば、いち早くみんなの役に立てるだろ
う。そうしてサービス活動への真剣な
取り組み方を学んできたので、今の僕
はもう若くはないにしても、若い人た
ちと結びつく絆がある。それが仲間で

NAの会場に
たどりついたころの
僕は、若者、すなわち
青年の「部類」だった 
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重力
さて、ある日のこと。回復の道を歩

むアディクトである俺は、スレッジハ
ンマーでベッドフレームを壊すことにし
た。ベッドフレームはゴミ捨て場まで持
ってかなけりゃならないから、分解すれ
ばかんたんに車に収まるだろうと思った
わけだ。俺はスレッジハンマーを使いな
がら、どのように重力に頼ればもっと効
果的かと考えをめぐらせた。

その時だった。重力は、俺が理解す
る神にすごく似てるという考えが浮か
んだ。

重力は、目に見える物質のようなも
のではないが、俺をとりまく世界に存
在している。それは、俺の理解する神
も同じだ。重力は「目で見る」ことは
できないが、存在を裏づけるものを探
そうという気でいれば、俺が従うべき
ものとしてそこに存在する。その証拠は
目にすることができるし、自分が耳を傾
けつつあるものを理解すれば、耳にする
ことだってできる。それは、俺が理解す
る神についても当てはまる。重力は、俺
よりも偉大な力だ。それは、俺が理解す
る神も同じだ。

だが、重力と俺が理解する神とのあ
いだには、きっと何らかの違いがある
はずだという思いが浮かんだ。そうだ、
違いはある。

重力は物体を落下させる強力な力で

近々発行される『NA Way マガジン』では、「みなさんの」NAで発
行しているニューズレターを特集する予定です。掲載を希望される場合
には、みなさんのニューズレター配送リストにこちらの住所を登録して
いただくか、みなさんのニューズレターをnaway@na.org へEメールで
直接送っていただくようにお願いします。2017年の7月末までに届いた
「みなさんの」ニューズレターのなかから、ニューズレター特集号に掲
載する記事を選ばせていただきます。

なお、こちらにニューズレターを送る手配をされる際には、みなさ
んのニューズレターに関するガイドラインも一緒に送っていただくよう
にお願いします。私たちは世界各地のNAによるガイドラインを収集し
て、NAのホームページにある「ローカル リゾース」のページ (na.org/
localresources) で共有できるようにする予定です。

ご協力に感謝します。

『NA Way マガジン』ニューズレター特集号

まもなく
発行!

あり、同志であり、チームであるとい
うことだ。ここ20年ちょっとの間に、
ユース コンベンションは僕のかけがえ
のないNAファミリーになった。もうひ
とつの我が家ともいえる。そして、ある
時点で、僕をクリーンにとどまらせてく
れる唯一のものでもあった。何年も経つ
うちに、僕には親しい仲間がたくさんで
きたが、それと同時に、僕は親しい仲間
をたくさん失いもした。それでも、ユー
ス コンベンションは、アディクション
が猛威を振るうなかから多くの人たちを
救い、僕たちがマシな人間になる助けと
なり、現実を受けとめて生きる覚悟をす
る場となることで、僕より偉大な存在と
してありつづけ、何年ものあいだ僕の助
けになってくれたという事実は今も変わ
らない。僕らは、あらゆる方法で関わり
あいながら、自分たちで解決できること
の限界に挑むのだ。こうして1日たりと
も欠かさずに僕の命を救ってくれている
NAという仲間の集まり対して、言い残
したことはひとつだけで、心からの感
謝をあらわすにはこれにつきる。NAが
あってよかった！　

マシュー・F（カナダ／ケベック）

編集注：　この記事は、もとは2016
年秋季に発行された（イランの雑誌）
『Payam Behboodi』に（「先延ば
し」というタイトルで）掲載されたも
のです。

あるのに対し、俺の理解する神は精神を
高める「力強い存在」なんだ。

こうして俺が黙想したことを、愛を
込めて、回復の道を歩む世界中の仲間た
ちとわかちあう。ミーティングに通いつ
づけよう。NAには仲間が必要なんだ。

ピート・H（アメリカ合衆国／ノー
スカロライナ）

http://www.na.org/subscribe
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ミーティング場
　『今日だけ』を読んでいると、「ミーティング場」という言葉を何度となく目にするのですが、私
にはこれが何を意味するのかわかりませんでした。イランのNAでは、メンバーの数がとても多いた
め、ミーティングは大きな施設で開かれます。それは円形競技場であったり大広間であったりで、ミ
ーティング場ではありません。だから、「ミーティング場」というものがわからなかったのです。
　「ミーティング場」のことは、もともと私が回復の道を歩み始めたころから疑問に思っていたこ
とでした。そして、イランのメンバーたちのためにNAの文献をペルシャ語に翻訳する作業を手伝う
ようになってからも、「ミーティング場」にはずっと頭を悩ませていました。そんなとき、私はア

ルボルズ エリア（18番目のエリア）のASC [
エリア サービス委員会] でセクレタリーを務
める機会に恵まれたのです。
　私はセクレタリーになって２年目に、へん
ぴな地域の村々にあるNAグループも訪れた
方がいいと思いました。アルボルズ エリアに
は僻地のグループが３つあり、シャレスタナ
ク、ネサ、コンドルという小さな村でミーテ
ィングを開いています。私はそのひとつであ
るネサ・グループを訪れることにして、親し
い仲間たちに同行を頼んだのですが、みんな
当日の夜は時間がつくれませんでした。それ
で、私は70キロ（約44マイル）の道のりを
一人で運転していったのです。その道中に
は、一種のスピリチュアルな経験ともいうべ
き高揚感がありました。ようやく、目指すミ
ーティングを探しあてると、それはシャルー
ズ・ロード（なんとも美しい道路）沿いにあ
る学校で開かれていたのです。
　ミーティングが開かれていた部屋は、小さ
いけれど、ちょうどよい広さでした。６、７
平方メートル（約65～75平方フィート）の
部屋に、メンバーは９人しかいなかったから

です。この９人の経験を聞いて、私は感動しました。最後に、リ
ーダーが私を指名してくれたので、私も自分の思いをこの９人と
わかちあうことができました。ミーティングが終わってからは、
このグループのメンバーやしもべたちと話をしました。みんな、
よそからの参加者があったことに驚いていました。
　翌朝、ホームグループのミーティングが終わったところで、私
はネサ・グループのミーティングのことをスポンサーに話し、私
たちのASCがあの僻地にある小さな村の助けになるにはどうした
らいいかと聞いてみました。長いこと話し合った後に、スポン
サーは私にこんなことを言ったのです。「本物の回復は、気心
の知れたアディクトたちの小さな輪のなかで生まれるものだ」。
　みなさんには正直に言いましょう。私はネサ・グループとそ
のメンバーたちの力になるにあそこまで行ったつもりでいまし
たが、本当に助けが必要なのは私の方だったのです。このよう
なスピリチュアルな経験をしたことによって、私の心のなかと
NAの文献にある「ミーティング場」の真の意味に気づき、継続
中のサービスである翻訳作業もうまく進むようになりました。
　いやはや、回復の道を歩んでサービスにかかわっていても、言

　　　　　　　　　　　　　　  葉ひとつを理解するのに6年もかかることがあるんですね。

アノニマス（イラン／カラジ）

上： イランのカラジ近郊を走るシャルーズ・ロード

下： イランのネサ・グループ

　ＮＡ Ｗａｙでは、世界中のＮＡからミーティング会場やイベントの写真が送られて
くるのをお待ちしています。ただし、集まっているメンバーがどこのだれとわかる写真
はご遠慮ください。なお、写真には、グループやイベントの名称、所在地および国名は
もちろん、グループやイベントが誕生してどのくらい経つのか、ミーティングの形式や
イベントで大事にしている習慣、ユニークな点など、グループやイベントの紹介文を添
えてnaway@na.orgまでお送りいただくようにお願いします。
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満開の桜のなかで
ぼくたちは、まず2006年9月に、毎週水曜日に墨田区の本所吾妻橋でミー

ティングを開くようになりました。それから、2009年になって、毎週日曜日
の夕方に港区の六本木でもうひとつのミーティングを開くことになりました。
　日曜日のミーティングは「ステップ スタディ」ミーティングなので、『なぜ 
どのように効果があるのか』を読んでわかちあいをします。実は、グループ登
録の手続きにそう書いたため、NAワールドサービスには「『なぜ どのように
効果があるのか』のスタディミーティング」というグループ名が記録されてし
まいました。「ウィズ・フェローシップ グループ」の名前が見あたらないの
は、そういうわけなのです。
　ウィズ・フェローシップ グループでは、サービスに関われるメンバーがい
なくて危機に瀕していたのですが、それも、ハイヤーパワーのおかげで克服す
ることができました。
　東京にはとても美しい桜の並木があり、春には満開になります。それで、春
になると、ぼくたちのグループはみんなで桜並木を歩きながら花見をすること
にしています。
　みなさんがアジアを旅する気になって、東京を訪れたときには、ぜひウチの
グループにお寄りください。

マサヒコ・A（日本／関東リージョン）
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　イシュー・ディスカッション・トピックス( IDT [検討
すべき課題] )は、世界中のNAで回復の道を歩むアディ
クトたちが話し合いやワークショップで議題とするもの
です。こうしてディスカッションを重ねることによって、
私たちは議題に関して考えを深めながら新しいアイデ
アや方法をひとつひとつ検討することをうながされ、
自分たちのグループやサービス機関のなかに一体性
を築けるようになっていくのです。2016年から2018年
までの2年間で検討すべき課題 [IDT]:

•	テクノロジーとソーシャルメディアにNAの原理を
活かす

•サービスにおける回復の雰囲気
•	『ガイディング・プリンシプルズ： ザ・スピリット・オ

ブ・アウア・トラディションズ』の活用法 
今月号では４ページ（P.9-12）にわたって、『ガイディン

グ・プリンシプルズ』の活用法に関するディスカッション
の概要と資料が掲載されています。このほかにも、www.
na.org/IDTには今回のIDTと過去のIDTに関するワーク
ショップの資料がすべてそろっています。みなさんのディ
スカッションの結果をworldboard@na.orgまでお寄せ
いただくことによって、NA全体の方策とサービスが方
向付けられるのです。ご協力をお願いします。

この４ページ（P. 9 -12）を切り取れば、どこでも活用できます。
ワークショップをはじめ、さまざまなディスカッションによって
             意見を出し合い、NA全体の意見収集に役立てましょう。

パワーポイントに
よる

スライド映像

配布資料

IDT（検討すべき課題）に関する資料はすべて、www.na.org/IDTに掲載されています。

各グループの第一の目的はただ一つ、まだ苦しんでいる
アディクトにメッセージを運ぶことである。
　各伝統には、さまざまなスピリチュアルな原理が盛り込まれている。以下の原理と価値を認めるもの
に関するリストは、私たちが「伝統５」の活用について考えるさいに役立つだろう。ひとつひとつ、書
くことや、スポンサーや仲間たちとディスカッションすることによって検討してみるとよい。また、こ
れ以外にも自分に関わりがあると思えるものがあれば、リストに加えておくとよいだろう。

誠実さ、　責任、　　　　一体性、　アノニミティ（無名にとどまる）、　  献身、
共感、　　サービス、　　目的、　　広い心、　　　　　　　　　　　　　降伏、
忠実、　　継続、　　　　用心、　　情熱、　　　　　　　　　　　　　　思いやり
安心、　　希望

（例）継続
　継続はスピリチュアルな原理のひとつであり、これによって私たちはすべきことをやり続けていける。
それは、「歩みをとめないで︕」という決まり文句から始まる。定期的にミーティングに通うことによっ
て私たちはクリーンにとどまることができるし、それがまた希望のメッセージを運ぶことにもなる。私
たちは歩みをとめない。そうすればうまくいくからだ。グループはメンバーで決まるので、グループが
自らの目的に忠実であるかどうかはメンバー次第である。グループに参加し続けて、正直にわかちあい、
敬意をもって仲間に接していれば、つねに私たちの第一の目的は達成しやすくなる。継続して伝えるメッ
セージには、説得力がある。メンバーの行動とメッセージが明確で持続的なものであれば、グループは
必ずうまくいく。

http://www.na.org/subscribe
http://www.na.org/IDT
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http://www.na.org/IDT
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ガイディング・プリンシプルズ： 新たに誕生した伝統のワークブックをみんなで使いこなす 

用意するもの： 『ガイディング・プリンシプルズ』に関する覚え書き用紙（３部）、「伝統５」に関する配布資料、
書籍の『ガイディング・プリンシプルズ』、基本原則集、進行役の手引き、「伝統」と「概念」に関する要約集. 

はじめに                   10 分 

（スライド １） NA の伝統に関する新しい書籍『ガイディング・プリンシプルズ： ザ・スピリット・オブ・アウア・
トラディションズ』は、2016年度のワールド サービス カンファレンスで圧倒的多数によって承認された。こうして新
たな文献が誕生したことによって、メンバーたちがそれぞれの人生や回復に、グループの活動に、そしてあらゆる段階
での NA のサービスにと、NA の原理を実践する方法を学んでいけば、ナルコティクス アノニマス全体で「１２の伝統」
がうまく機能するようになるだろう。この「伝統」に関するワークショップは、メンバーたちに新しい文献を紹介しつ
つ、そこに提案されているようなディスカッションに参加してもらうことを目的としている  

（スライド ２） 本の内容について  
 この『ガイディング・プリンシプルズ』というワークブックにはさまざまな項目や実例があり、共同でも個別にでも
取り組めるようになっている（「伝統５」に関する配布資料を参照）。 

 この『ガイディング・プリンシプルズ』というワークブックにはさまざまな項目や実例があり、共同でも個別にでも
取り組めるようになっている（「伝統５」に関する配布資料を参照）。 

 各章の構成 

 始まりと終わりに、それぞれの伝統に関する短い文章がある。 
 下準備の課題が２つある。 

○ 「ワード・バイ・ワード[一語一語を忠実にたどる]」という課題は、それぞれの伝統を構成する言
葉や言い回しに焦点を当てるようになっている。 

○ 「スピリチュアルな原理」という課題はそれぞれの伝統にかかわりのある原理について具体的に書
くことやディスカッションすることによって探求するようになっている。 

 本文は、私たちが回復の道で伝統を活かしていくことを３項目に分けて論じている。 
○ 「メンバーとして」という項目には、個人の回復にそれぞれの伝統を活かすことを論じる文があり、

それに続いて書くことやディスカッションに適した質問が設けられている。 
○ 「グループとして」という項目には、グループがそれぞれの伝統を理解して活かそうとするうえで

必読のものになるだろう。ここには、グループの棚卸に役立つ質問が設けられている。 
○ 「サービスの場で」という項目では、それぞれの伝統をサービス機関の視点から検討する。ここに

設けられた質問は、サービスに関するワークショップで活発な議論をうながすことを目的としてい
る。 

 
会場の緊張を解きほぐす            ２0 分 

（スライド ３） 少し時間をとって、ワークブックの「スピリチュアルな原理」という課題を使いながら「伝統５」に
盛り込まれた原理のことを考えてみよう。出席者のなかから、だれかに「伝統５」と伝統５に関する配布資料にある以
下の文章を読んでもらう。 

 伝統５： 各グループの第一の目的はただ一つ、まだ苦しんでいるアディクトにメッセージを運ぶことである。 

 各伝統には、さまざまなスピリチュアルな原理が盛り込まれている。以下の原理と価値を認めるものに関するリスト
は、私たちが「伝統５」の活用について考えるさいに役立つだろう。ひとつひとつ、書くことや、スポンサーや仲間た
ちとディスカッションすることによって検討してみるとよい。また、これ以外にも自分に関わりがあると思えるものが
あれば、リストに加えておくとよいだろう。 
誠実さ、責任、一体性、アノニミティ（無名にとどまる）、献身、共感、サービス、目的、広い心、降伏、忠実、継
続、用心、情熱、安心、希望 

IDT（検討すべき課題）に関する資料はすべて、www.na.org/IDTに掲載されています。

http://www.na.org/subscribe
http://www.na.org/IDT
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（例）継続 
 継続はスピリチュアルな原理のひとつであり、これによって私たちはすべきことをやり続けていける。それは、「歩
みをとめないで！」という決まり文句から始まる。定期的にミーティングに通うことによって私たちはクリーンにとど
まることができるし、それがまた希望のメッセージを運ぶことにもなる。私たちは歩みをとめない。そうすればうまく
いくからだ。グループはメンバーで決まるので、グループが自らの目的に忠実であるかどうかはメンバー次第である。
継続して姿を見せ、正直にわかちあい、敬意をもって仲間に接していれば、つねに私たちの第一の目的は達成しやすく
なる。継続して伝えるメッセージには、説得力がある。メンバーの行動とメッセージが明確で持続的なものであれば、
グループは必ずうまくいく。 
 

 （スライド ４） 原理のリストからひとつを取りあげて、その原理がホームグループのサービスにどう活かせるかに
ついて、会場をひとわたりして意見を言ってもらう。  

小人数のグループによるディスカッション        30 分 

 『ガイディング・プリンシプルズ』を使いこなす実習のために、会場を３つのグループに分け、グループごとに覚え
書き用紙にある議題についてディスカッションをしてもらう。議題は、伝統 1、２、３のいずれかの「サービスの場で」
という項目から抜粋されたものである。（あらかじめ、出席者の席に伝統１、２、３のいずれかに関する覚え書き用紙
を配布しておくと、グループ分けがしやすいだろう。） （スライド ５） このようなディスカッションはこの場かぎ
りにせず、サービスの会議や NA のイベントに組み込んだり、回復に関するミーティングの前後に行ったりしていただ
きたいと、出席者にしっかり伝えておく。 

 グループごとに進行役と記録係を選んでもらい、ディスカッションにあたって基本原則集と進行役の手引きを再読し
てもらう。そして、グループによるディスカッションの覚え書き用紙は回収することになっているため、はっきり読め
る字体で記入するようにと、全員にお願いする。 

 それぞれのグループで、覚え書き用紙にある「伝統」と伝統に関する抜粋を読みあげるメンバーを指名し、話し合い
を始めてもらう。（覚え書き用紙には、『ガイディング・プリンシプルズ』にある「サービスの場で」という項目から
最初の段落が抜粋されている）。まずは議題について、メンバーがそれぞれ順番に自分の経験とアイデアを手短に話し
ていく。進行役は、メンバーに対して自分の考えを明確に、あるいは具体的に話すように求めてもよいが、全員が話し
終えないうちにクロス・トークや討論や議論が始まるのを許してはいけない。 

伝統 １：議題：私たちの NA は、心をひとつにして協力しあっているか？ どうすれば、団結しようという気持ちを固
めたり強めたりすることができるだろうか？ 

伝統 ２：議題：グループの良心がしっかりと働く過程とは、どのようなものだろうか？ サービス機関の意思決定を見
守る場合には、どんなことに注意すればいいか？ 

伝統 ３：議題：ミーティングからいなくなってしまったのは、どういう人だろうか？ 外部の問題はどのように、そし
てなぜ、アディクトが私たちの地域の NA で回復するチャンスに影響を及ぼすのか？ 
 

ディスカッションのフィードバック            30 分 

それぞれのグループで議論がいちばん集中したことを、時間の許すかぎり発表してもらう。 
出席者による意見を報告書にまとめることができるように、各自の覚え書き用紙は会場に置いていくように再度お願

いする。 
（スライド ６） 出席者には、この先それぞれにワークショップを開くことがあれば、その際に書き留めたメモを写メ
ールにして wb@na.org. に送信していただきたいと、よくお願いしておく。 

このほかにも、『ガイディング・プリンシプルズ』に関するワークショップの資料は www.na.org/IDT に掲載され
ている。  

IDT（検討すべき課題）に関する資料はすべて、www.na.org/IDTに掲載されています。

http://www.na.org/subscribe
http://www.na.org/IDT
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IDT（検討すべき課題）に関する資料はすべて、www.na.org/IDTに掲載されています。

ガイディング・プリンシプルズ: 新たに誕生した『伝統』
に関するワークブックをみんなで使いこなす

　私たちはサービスによって一体になると、実に生き生きとして心が通いあう。役に立つことができれば、私
たちはまず例外なく元気になる。そして、アディクトがクリーンにとどまる助けになることを一緒にやること
で、私たちには仲間意識が芽生える。サービスによって生まれる友情は、これまでの人生にあったものとはわ
けがちがう。このような友情は、仲良く気楽にやっていれば芽生えるというものではなく、むしろ懸命に努力
して困難を乗り越えながら、一緒に問題を解決することで育まれるものだからだ。私たちは共通の福利に貢献
するなかで生きる意味と喜びを知り、想像力に富んだ行動によって愛と目的をみつけるのだ。

少人数のグループによるディスカッションの議題
伝統 １: 第一にすべきは全体の福利である。個人の回復はNAの一体性にかかっている。

議題:  私たちのNAは、心をひとつにして協力しあっているか？どうすれば、団結しようという気持      
        ちを固めたり強化したりできるだろうか︖

������������������������������������������������������������� 
������������������������������������������������������������� 

伝統 ２: 私たちのグループの目的のための最終的権威はただ一つ、グループの良心の中にあら
われる、愛なる神である。私たちのリーダーは奉仕を任されたしもべにすぎず、彼らは決して支
配しない。
　グループでは、私たちの第一の目的に全力を注ぐ。それは、まだ苦しんでいるアディクトにメッセージを運ぶこ
とだ。そのために、グループのサービス活動ですべきことがいくつか派生する。ミーティングリストの作成や、施
設にNAの文献を持ち込むことや、ダンスパーテ ィを催すことなどである。このようなことが行われていくこと
で、私たちの第一の目的は支えられているのだ。NAのサービスは何らかのかたちで必ずグループの目的と結びつ
くため、その方針に変わりはない。私たちのリーダーは支配せず、役目は権限ではないので、役に立つことができ
るかどうかは周囲の人たちの信頼にかかっているということだ。

議題:  グループの良心がしっかり働く過程とは、どういうものだろうか︖　サービス機関の意思
決定を見守る場合には、どんなことに注意すればいいか︖

������������������������������������������������������������� 
������������������������������������������������������������� 

伝統 ３: メンバーであるために要求される唯一のことは、使うことをやめたいという願望だ
けである。
　どこであろうとアディクトが苦しんでいるところへ、私たちが運ぶメッセージは決まっている。アディクトで
あれば、どんなアディクトであっても、薬物をやめることができ、使いたいという欲求も消え、新しい生き方を
見いだすことができるということだ。伝統３と伝統５の間には明らかなつながりがある。私たちは、だれもが歓
迎されていると感じてもらいたいし、メッセージを運ぶために全力をつくしたいと思っているからだ。サービス
によって私たちがやるべきことは、アディクトがナルコティクス アノニマスで回復するチャンスをつかめるよう
にすることである。そして、NAのメッセージには「どんなアディクトであっても」となっていることを、私たち
は伝統３によって再確認し、だれもがみなNAにつながって回復の道を歩めるようにすべく努力する。そしてま
た、伝統３では、「どういう人が、いなくな ってしまうのか」という問いに立ち戻ることを繰り返し求められ、
それによって使うのをやめたいと願うアディクトはだれもがみな、私たちにとって大切な存在なのだということ
を気づかせてもらえるのだ。 

議題:  ミーティングからいなくなってしまったのは、どういう人だろうか︖　外部の問題はどの
ようにして、そしてなぜ、アディクトが私たちの地域のNAで回復するチャンスに影響を及ぼす
のか︖ 

������������������������������������������������������������� 
������������������������������������������������������������� 

みなさんの意見を収集するために、この用紙は会場においていくか、あるいは写メールにして送っていただくように

お願いします。お疲れさまでした。

http://www.na.org/subscribe
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ミーティングの検索
テクノロジーはめまぐるしく変化しているので、対応するのが容易じゃない。このことは、www.na.orgによる「Finding a 

Meeting [ミーティング検索]」というサービスや、「NA Meeting Search」と「NA Recovery Companion」という２種類のア
プリを導入して以来、NAワールドサービスも身をもって知ることになりました。

NAのウェブサイトと２つのアプリによるミーティングの情報は、NAのメンバー、グループ、エリア、リージョンのみなさんか
ら提供されるものです。今現在、最新情報を定期的に提供しているのは、（世界中にある何千ものサービス機関のうち）42のサ
ービス機関にとどまっています。これ以外のNAミーティングに関する情報は、信頼性にいまだ問題ありと言わざるをえません。

インターネットの利用とスマートフォンの所有は広く普及しており、情報を得る一般的な方法になっています。「NA Meeting 
Search」と「NA Recovery Companion」というアプリのダウンロード数は、2016年末までに約38万6000人となりました。この
ようなアプリは、旅行したり、別のミーティングを探してみたりするときに便利な道具になるのに、情報が「正確でなければ」役に
立ちません。現に、アプリにあるミーティング情報によって、鍵のかかった無人の部屋に行き着く人が後を絶たないのです。NAの
メンバーは、このような不具合に慣れっこになっているのかもしれません。それにほとんどのメンバーが、現地のヘルプラインに
電話をするか、それぞれのエリアやリージョンのウェブサイトを調べるかすれば、最新情報がわかることを知っています。（注：
　私たちの検索ツールでは、このようなことを頭に入れておくようにお勧めしていますが、GPSによる検索アプリなら誘導しても
らえるのでずっと便利でしょう。それには、やはり情報が正確でなければならないのです）

私たちのところには、NAのミーティングを探すのにインターネットを利用して失望したというメンバーの話が、続々と伝えら
れています。あるメンバーは、スマートフォンがあったことでホームレス状態から抜け出すことができたが、NAのミーティング
を探すときにはなんの役にも立たなかったと言っていました。

では、新しいメンバーはどうでしょうか？ ２種類のアプリと私たちのウェブサイトは、新しいメンバーがミーティングを探して
会場にたどりつく助けになれるでしょうが、実際にそうなるか、どうかは、みなさん次第なのです。テクノロジーだけでは人間味
に欠けるので、みなさんからの正しいミーティング情報がモノを言うのです。

みなさんにできることとは?
みなさんが住んでいる地域について、こちらにあるミーティング情報をチェックしてください。

1.	na.org/meetingsearch を検索するか、あるいは「NA Meeting Finder」か「Recovery Companion」
のいずれかのアプリを使って、NAWSに提供されている最新情報を確認してください。

?	情報は、正確ですか？　おめでとうございます！　では、よその地区にいる仲間やスポンシーたちに
も、近隣のNAにも、同じように確認をお願いしてください。

2.	情報が正確でない場合には、自分たちのエリアやリージョンのサービス委員会に連絡をして、どこがど
う違っているか知らせてください。
	各国のNAでは、奉仕を任されたしもべがサービスシステムによって定期的にスケジュールの更新に

あたるというのが理想です。みなさんのサービス機関にそのような奉仕を任されたしもべがいない場
合には、その役目をだれかに割り当てることをみなさんから提案するか、さもなければ、いっそのこ
と、みなさんがその役目を買って出てもよいでしょう。

	私たちはみなさんから最新情報を提供していただくために、みなさんの手間を省く努力をしてきま
した。みなさんのサービス機関でこの役目を引き受けるメンバーが決まったら、そのメンバーから 
webupdates@ne.org宛に連絡をするようにしてください。それに対して、みなさんのエリアやリー
ジョンのためにNAWSが案内することを全部リストアップするスプレッドシート[表計算ソフト]を、
こちらに送り返すための指示を添えて送らせていただきます。情報が定期的に（たとえば、毎月、隔
月、または年４回）更新されれば、私たちは必ず、ミーティングに関する情報の精度を向上させるこ
とができるでしょう。

3.	問題意識を高めることで、解決に貢献できるのです。ホームグループのビジネスミーティングとASCや
RSCの会議によって、ミーティングに関する最新情報を維持することの重要性について話し合い、NAWS
と自国のリージョナル ミーティング ディレクトリーに最新情報を提供するための体制を整備すること
を、検討しましょう。

正確なデータなんて面白くなくても、それがもたらすものには興奮せずにいられないでしょう。
ミーティングにたどりつくアディクトが増えることになるのですから、だれもが後押ししたくなりますよね。

このようなことを実現するために、ご協力をお願いします。 

私たちにとって、メッセージを運ぶ際、強い味方となってくれるのがグループだ。 
『ベーシックテキスト』、「伝統５」

http://www.na.org/subscribe
http://na.org/meetingsearch
mailto:webupdates%40ne.org?subject=
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NAワールドサービス（NAWS）が行っていること
はどれもみな、フェローシップディベロップメント
［FD］の一部であり、その取り組みはすべて「NAのサ
ービスにたくす未来」によって推進される。そしてFD
には、コミュニケーション［情報伝達］、つながり、共
同作業が欠かせない。この３つが明確であり、なおかつ
継続的に行われていれば、日々たえず成長しつつある世
界各地のNAの状況を把握しておくことができるため、
ワールドサービスができることやすべきことと、近隣
のNAやそのサービス機関に任せた方がよさそうなこと
がはっきするのだ。多くの場合、NAワールドサービス
が最初にわたりをつけてさまざまなNAやメンバーの間
をとりもてば、ゆっくりではあるが確実に、つながりの
できたNA同士がそれぞれのメンバーたちに支えられて
飛躍的に成長していく。この一連の過程で、ひとりひと
りのメンバーやメンバーが関わるサービス機関の成長が
盛んになれば、まだ苦しんでいるアディクトに救いの手
を差し伸べるというNAの能力が活性化されることにな
る。

NAWSは多年にわたり、イランをはじめとする中東
諸国のメンバーたちがひとつになって支援し合う方法や
NAWSが助けになれる方法について理解を深めること
ができるように、全力を注いできた。中東のNAメンバ
ーたちは、共同作業によってNA同士が支援しあう方が
ずっと効果的にNAのメッセージを運ぶことができると
いうことを、みごとに示してくれている。それと同じ
く、NAWSが長期にわたってしっかり関わることでゆっ
くりではあるが確実に成長を遂げるという取り組みは、
現在、インド、ロシア、アフリカ、東南アジアで進めら
れている。こうしてさまざまなNAに支援を提供してき
た経験を語れば、何冊か本が書けてしまうだろう。だ
が、ここでは、2016年度の『NAWSアニューアルレポ
ート[年次報告]』で特筆すべき重要な報告を２件、その
ままお伝えしよう。タイと東アフリカのNAに関する報
告であり、この２つの地域でそれぞれの言語による『ベ
ーシックテキスト』が誕生するまでの取り組みが垣間見
られるものだ。

タイでのフェローシップサポート
NAのメッセージが世界中に広がってくにつれて、そ

の先々でNAが誕生することになる。そのさいには、外
国人たちが果たす役割が大きかった。その功績を重々認

めたうえで、なお、NAの持続性は母国人である地元住
民にこのプログラムが定着しているかどうかにかかって
いるのだと、認識することが大切である。そのため、フ
ェローシップディベロップメントの活動ではNAの内外
の両面から取り組む。外部に対する例では、NAに関す
る理解を確立すべく現地の行政機関や治療の専門家と会
談することなどが挙げられる。また、NAの内部に対し
ては、母国語によってメッセージを運ぶことができるよ
うに、現地のNAによる取り組みとその文献翻訳委員会
による活動を支援する。

タイのNAとその発展を支援するNAWSの取り組み
は、おおむねこのようなパターンに従って行われてき
た。しかし、タイのアディクトのために誕生した「タイ
のNA」は、前途多難であった。タイ語によるミーティ
ングは、その時々に誕生するものの、どのみち売人の餌
食にされるか、アディクトに対する政府の取り締まりに
よって閉鎖に追い込まれるのがオチだった。今年の会計
年度終了の時点でわかっているのは、タイ人によるタイ
のNAは目下、バンコクでタイ語によるミーティングが
ひとつ開かれているということだ。まだこれからだとし
ても、ミーティングがひとつだけでは、英語を話さない
タイのアディクトがNAで回復する見通しは不透明なま
まだ。

経験によれば、『ベーシックテキスト』の翻訳は各国
でNAが成長する鍵になることが少なくなかった。タイ
では数年前に、２ヶ国語を話し、なおかつ２ヶ国語で読
み書きもできるというメンバーたちによって文献翻訳委
員会（LTC）が構成され、お膳立てが整っていた。NAの
用語集ができて、IP #1『Who, What, How and Why[
だれが、なにを、なぜ、どうやって]』をはじめとする
数種類のIP[インフォメーション パンフレット]の翻訳版
が完成している。NAの翻訳は、NAの考え方を別の言語
で正確に伝えるために行われるものだが、その作業にた
ずさわるなかではNAの考え方について理解が深まると
いう実りのある苦労ができるのだ。このようなことを成
し遂げたことで、タイのLTCは、数年前にベーシックテ
キスト（BT）の翻訳に目を向けた。WB[ワールドボー
ド]とアジアパシフィックフォーラム（APF）のメンバ
ーたちからその都度支援があったことと、NAWSの支援

成長しつつある NA—
       フェローシップ

ディベロップメント

http://www.na.org/subscribe
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によりプロの翻訳者と校正者の調達が可能になったこと
で、タイのLTCは、タイ語版のベーシックテキストを刊
行することに成功した。

まさに、申し分のないタイミングだった。タイ語版『
ベーシックテキスト』は、2016年2月のAFP[アジア・パ
シフィック・フォーラム]の会議で出席者全員に配布さ
れ、会場は喜びに包まれた。NAWSはNAを代表する文
献の出版者として書籍を出版し、それぞれの国で文献が
利用できるように全力を尽くしている。タイ語版『ベー
シックテキスト』によって、タイのNAではかつてない
ような成長がみられるようになることを心から願ってい
る。

東アフリカでのフェローシップサポート
本会計年度で最もめざましいサービスの業績のひと

つは、スワヒリ語による『ベーシックテキスト』の原
稿が完成したことだ。スワヒリ語は、ケニア、タンザ
ニア、ザンジバル、ルワンダなど東アフリカ全域で広
く話されている言語である。本の完成に向けて、ケニ
ア、タンザニア、ザンツィバルのアディクトたちが作
業を続けているが、現在の原稿のままでも、東アジア
のNAが拡大し強化するのに役立つだろう。ナルコティ
クス アノニマスによる翻訳作業は、サービス活動のあ
り方と多分に似ており、どうしても迅速かつ順調であ
るとうわけにはいかない。私たちの関心は、翻訳作業
がNAの原理に忠実であることと、グループの良心をは
かるやり方に従って意思決定が行われるということに
ある。また、addict[アディクト]、sponsor[スポンサ
ー]、recovery[回復]、clean[クリーン]といった単語
の場合、異なる言語にはすんなり意味の対応する言葉
がないかもしれないので、訳語をめぐって意見の一致を
みること自体が困難で時間がかかることにもなる。これ
は、まさにスワヒリ語の翻訳作業で数年前に起きたこと
だ。それでも本会計年度の始めには、スワヒリ語版のイ
ンフォメーション パンフレット[IP]が何種類か完成を
みていた。

このスワヒリ語版IPのうち何種類かは、ワールドサ
ービスの資金提供によってモンバサで開かれた対面に
よるワークショップで制作された。しかし、書籍の出版
となると、別の方法をとる必要があるのは明らかだっ
た。NAの翻訳は、必ず、３つの機関で取り組む。母国
語を話す献身的なメンバーによって構成されるローカ
ル トランスレーション コミティ（LTC [各国の文献翻訳
委員会]）と、契約した専門職の人たち、そしてNAWS
のスタッフによって遂行されるのだ。そして、NAの翻
訳では一貫していることがいくつかあり、たとえば、ど
の言語でも最初に翻訳される出版物は『IP #1』とされ
ている。だが、それを除くと、言語によってもプロジェ
クトによってもさまざまに異なる。『ベーシックテキス
ト』をスワヒリ語に翻訳することでは、作業手順で合意
に達するのは容易ではなかった。インターネットによる
テレビ会議を開き、みんなで一行一行翻訳することを望

むメンバーもいた。一方、それでは時間がかかりすぎる
と感じたメンバーたちは、まず翻訳者を雇って翻訳原稿
を作成してもらい、LTCでその原稿に目を通してから割
付作業を行うことを望んだ。私たちは、LTCのメンバー
たちと会議を開いて合意の交渉に務めた。LTCのメンバ
ー構成が多国籍であることや、場所によっては移動もイ
ンターネットの接続も簡単ではないということもあり、
交渉は難航した。

それでも、LTCが作業手順と訳文について翻訳にかか
わるNA一同の合意を取りつけられるようにと、私たち
は全力を尽くした。「アディクトによる、アディクトの
ための」という言葉には、NAの文献はメンバーみずか
らの努力によってつくりだされたものだという意味が込
められている。だから、私たちの言葉、すなわちこころ
の言葉がものを言うのだ。それはつまり、プロの翻訳者
には表しようのない、回復の道を歩むアディクトひとり
ひとりの経験でなければ伝えられないものなのだ。さら
に言えば、私たちが回復を語るために使う言葉について
合意に至る道のりは、ある言語集団のなかで一体性を強
固にする過程にもなるのだ。その道のりが困難きわまり
ないものだからこそ、回復という概念と、私たちがその
概念を説明するために使う言葉について、共通の理解が
もたらされることになる。

東アフリカではLTCの部外者が翻訳に取り組むこと
で、手続きが複雑だった。だが、世界中で行われるサ
ービスの取り組みのほとんどが、自己決定によって行動
しようとするから活気づく。東アフリカのアディクトた
ちもそれは変わらない。みずからの決意でやる気にな
り、計画を作成して行動に移した。そして、LTCがプロ
の翻訳者を選び、ワールドサービスが資金を提供して『
ベーシックテキスト』の翻訳原稿が作成されると、LTC
は原稿の見直しを行なったのちに委員会として割付け
に同意した。その結果、スワヒリ語による『ベーシッ
クテキスト』の原
稿が2016年5月
までに配布可能と
なり、LTCは最終
の校正刷りに取り
組 ん で い る と こ
ろだ。2017年の
会計年度には、ス
ワヒリ語による『
ベーシックテキス
ト』の決定稿を手
にすることを願っ
ている。

ケニアのメンバーと、最初に発送されたス
ワヒリ語によるベーシックテキストの原稿NAWSの現在および過去の年次報告書を見るには、ここをクリックしてください。

http://www.na.org/subscribe
http://www.na.org/ar2016
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撮影者：　イレーネ・C（アイルランド／カウンティ・ウェストミース）

ベーシック・キャプション
コンテスト最優秀賞

ベーシック・キャプション・コンテストに、
応募いただいたみなさん、ありがとうございました。

今回の傑作に選ばれたのは、 
スティーブ・S

（アメリカ合衆国／ノースカロライナ）です。: 

カンペキじゃなくてもいいから、
成長したいにゃ～。

BCC 次のお題
ここに、みなさんがNA Ｗayマガジンに参加できる新

企画をご用意しました。左にあるコミック［漫画］のキ
ャプション［短い説明文］を書いて送っていただくだけ
で、そのままキャプション・コンテストに参加できてし
まうのです。みなさんのキャプションから傑作と思える
もの（1点とは限らないかもしれません）を選んで、次回
のNA Ｗayマガジンに掲載させていただきます。そうや
ってNA Ｗayに名前が載るというのも、なかなかいいも
のでしょう。　申し込みは、Eメールで受けつけていま
す。宛先は naway@na.org。件名は「ベーシックキャ
プション・コンテスト」とし、本文には名前と住所を必
ず記入するようにお願いします。

ほかにも優れた応募作があったので、
以下にご紹介しましょう。: 

どう？　あたしのクリーンタイムは人間にしたら２年、
猫にしたら1年半ってとこかしらね。

ベッキー・W（アメリカ合衆国／ネバタ）

「ネコだって」クリーンタイムを祝えたらいいと思わ
ない？

ダイアナ・W（アメリカ合衆国／ノースカロライナ）

回復の道では油断しちゃダメ。　犬と一緒に寝ようもの
なら、起きるときはノミだらけよ。 

ジェフ・L（アメリカ合衆国／オクラホマ）

ミーティングにキャットミントを持ち込むことも、ミー
ティング中にオモチャで遊ぶことも、ご遠慮いただくよ
うにお願いいたします。それでは、ミーティングを始め
ましょう。

エフゲニー・K（ロシア／モスクワ）

テキサス州サンアントニオ 第１回 エスペランサ コンベンション
撮影者：ギルバート・L（アメリカ合衆国／テキサス）

みなさんが作る
NA Wayマガジン

NAで回復の道を歩むなかでみなさんが経験した
ことを、NA Wayマガジンでわかちあいましょう。
体験談、NAでみられる事柄に関する意見、写真、回
復に関する自作のアート作品など、手段はいくらでも
あります。このほか、みなさんのNAで発行している
ニューズレターも歓迎しています。いずれも電子文書
（テキスト文書をはじめ、ipg, gif, pdf, など）にし
て、naway@na.org へ送信されるようにお願いしま
す。投稿や著作権譲渡に関して詳しいことを知るに
は、www.naway.org をご覧ください。

http://www.na.org/subscribe
mailto:naway%40na.org?subject=
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Multiday events and those occurring between publication dates are printed according to the schedule posted online. To enter 
events or to access event details, visit the online calendar at www.na.org/events. (If you don’t have internet access, fax or mail 
your event info to 818.700.0700, attn: NA Way; or The NA Way; Box 9999; Van Nuys, CA 91409 USA.)

Canada
Alberta 2-4 Jun; Edmonton Area Convention 32; Radisson 
Hotel & Convention Center Edmonton, Edmonton; eana.ca
Newfoundland 9-11 Jun; First Newfoundland and Labrador 
Area Convention; NLHHN Provincial Learning Centre, Saint 
John’s; carna.ca/events.php
Nova Scotia 19-21 May; Central Nova Area Convention 14; 
Holiday Inn Hotel & Convention Centre, Truro; centralnovaarea.
ca

Denmark
Skanderborg 4-6 Aug; Convention & Camp 10; Audonicon, 
Skanderborg; namidtjylland.dk/konvent/index.htm

Indonesia
Bali 2-4 Jun; Bali Area Convention; Hotel Puri Saron, 
Seminyak, Kuta, Bali; na-bali.org

Japan
Osaka 21-23 Jul; Japan Regional Convention 13; International 
House, Osaka; jrcna13.org/english.html

Kenya
Mombasa 19-22 May; East African Convention 5; Plaza Beach 
Hotel, Mombasa; ea-na.com

Norway
Kongsberg 26-28 May; Oksnetreff; Oksne, Kongsberg;  
nanorge.org/arrangementer

Poland
Wroclaw 28-30 Apr; European Service Learning Days 2; Hotel 
Slask, Wroclaw; edmna.org

Portugal
Lisbon 6-7 May; Lisboa Area Convention 13; Forum Lisboa, 
Lisbon; www.na-pt.org/xiii-clisboa
Portimao 22-24 Sep; European Conference & Convention 
33; Portimao Arena, Portimao; eccna.eu

Russia
Moscow 4-6 Aug; Russian Zonal Convention 2; Concert Hall 
Rossiya, Moscow; na2017.ru

Spain
Madrid 26-28 May; Spanish Regional Convention 35; Hotel 
Aida, Hotel Torrejon, Torre Hogar, Madrid; narcoticosanonimos.
es

Sweden
Stockholm 25-27 Aug; Sweden Regional Convention 30; 
Fryshuset, Stockholm; nasverige.org

Switzerland
Zuerich 26-28 May; Zuericonvention 5; GZ Riesbach, Zuerich; 
narcotics-anonymous.ch

United Kingdom

Aberdeen 27-28 May; East Coast of Scotland Area 
Convention; Hilton DoubleTree, Aberdeen; ukna.org/events
Birmingham 6-9 Jul; United Kingdom Convention 28; Hilton 
Birmingham Metropole, Birmingham; convention.ukna.org
Glasgow 4-6 Aug; Scotland-Glasgow & West Coast Area 
Convention 18; GoGlasgow Urban Hotel, Glasgow; ukna.org/
events

United States
Arizona 26-28 May; Arizona Regional Convention 31; 
DoubleTree Resort, Scottsdale; arizona-na.org/arcna
2) 28-30 Jul; Southeastern Arizona Convention 3; DoubleTree, 
Tucson; natucson.org/convention.html
California 2-4 Jun; First Unity Sisters’ Women on Fire 
Campout; Grover Hot Springs State Park, Markleeville; 
sierrasagena.org/calendar
2) 2-4 Jun; Fanning the Flames; Hilton Express, Tracy; 
calmidstatena.org
3) 2-4 Jun; Ride 4 Recovery; Trinity River Resort & RV Park, 
Lewiston; NARide4Recovery.com
4) 7-9 Jul; California Inland Regional Convention 19; Westin 
Mission Hills Resort, Rancho Mirage; circna.com
5) 14-16 Jul; Napa/Solano Women’s Spiritual Retreat; Golden 
Pines Resort, Arnold; napasolanona.org
6) 11-13 Aug; Mountain High Campout; Camp Richardson, 
South Lake Tahoe; sierrasagena.org
Connecticut 23-25 Jun; East Coast Convention 21; 
Connecticut College, New London; eccna.org
Florida 27-30 Apr; Fun in the Sun Convention 39; Boardwalk 
Beach Resort, Panama City Beach; funinthesunconvention.org
2) 28-30 Apr; Daytona Area Convention 18; Hilton Daytona 
Beach/Ocean Walk Village, Daytona Beach; dacna.org
3) 28-30 Apr; Recovery in Paradise Spiritual Retreat 25; 
Sugarloaf KOA, Sugarloaf Key; floridakeysna.org/pages/
spiritual_retreat.php
4) 6-9 Jul; Florida Regional Convention 36; Rosen Centre 
Hotel, Orlando; frc-na.org
Georgia 9-11 Jun; Peace in Recovery Convention 27; Marriott 
Convention Center, Augusta; csra.grscna.com
2) 3-6 Aug; Midtown Atlanta Area Convention 26; Renaissance 
Concourse Atlanta Airport Hotel, Atlanta; midtownatlantana.
com
Indiana 19-21 May; I Found a Home Campout 30; Camp Red 
Wing, Muncie; naindiana.org
2) 26-29 May; We Grow with Love 25; Camp Alexander Mack, 
Milford; naindiana.org
3) 9-11 Jun; Northeast Indiana Area Convention 5; Hilton 
Hotel, Fort Wayne; neiacna.com
Iowa 7-9 Jul; Iowa Regional Convention 34; Dordt College, 

http://www.na.org/subscribe
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Sioux Center; iowa-na.org
Kansas 2-4 Jun; Clean & Serene Summer Serenity Campout 
31; kansascityna.org
2) 30 Jun-2 Jul; Mid-America Regional Campout; marscna.net
Louisiana 19-21 May; Louisiana Regional Convention 35; 
Crowne Plaza, Baton Rouge; lrcna.org
Massachusetts 5-7 May; Martha’s Vineyard Area Celebration 
of Recovery 28; Island Inn, Oak Bluffs; mvana.org/
celebrationofrecovery
Michigan 6-9 Jul; Michigan Regional Convention 33; Radisson 
Hotel, Kalamazoo; michigan-na.org/mrcna
Missouri 4-6 Aug; InTents Campout 2; Indian Creek Group 
Campground, Monroe City; stlna.org
Montana 16-18 Jun; Montana Gathering 29; Symes Hot 
Springs, Hot Springs; namontana.com
2) 14-16 Jul; NA@10K Meeting & Campout 5; Parkside 
Campground, Red Lodge; namontana.com
Nevada 14-16 Jul; California Arizona Nevada Area Convention 
23; Riverside Hotel & Casino, Laughlin; canana.org
New Hampshire 23-25 Jun; Fellowship in the Field Campout 
27; Apple Hill Campground, Bethlehem; gsana.org
New Jersey 16-18 Jun; Greater Philadelphia Regional 
Convention 29; Crowne Plaza, Cherry Hill; naworks.org
2) 4-7 Aug; New Jersey Regional Convention 32; Westin 
Princeton at Forrestal Village, Princeton; njrcna.com
New Mexico 18-21 May; Rio Grande Regional Convention; 
Marriott Pyramid, Albuquerque; riograndena.org
New York 26-28 May; Heart of New York Area Convention 13; 
Holiday Inn, Liverpool; honyana.org
2) 2-4 Jun; Brooklyn Area Convention 2; Hilton Long Island/
Huntington, Melville; bccna.org
North Carolina 16-18 Jun; North Carolina Family Reunion; 

Hilton North Raleigh Midtown, Raleigh; capitalareancna.com
2) 14-16 Jul; New Hope Area Convention 24; Durham Marriott 
City Center, Durham; newhopeconvention.com
Oregon 4-7 May; Pacific Cascade Regional Convention 23;  
Kah-Nee-Ta Resort and Spa, Warm Springs; pcrcnaxxiii.com
Pennsylvania 2-4 Jun; Tri-Area Convention 2; DoubleTree, 
Monroeville; tri-area.org 
2) 22-25 Jun; Living Recovery Group Campout 9; Rickett’s 
Glen, Benton; nabeehive.org
South Dakota 5-13 Aug; Sheridan Lake Campout; Squirrel 
Group Campsite, near Hill City; sdrna.com
Tennessee 5-7 May; NA in May-BBQ Competition & 
Campvention; Meeman-Shelby Forest State Park, Millington; 
nainmay.org
2) 4-6 Aug; NA1997 Platinum Celebration; Holiday Inn 
Downtown (Beale Street), Memphis; nagroupna@yahoo.com
Texas 26-28 May; Texas State Convention 15; Overton Hotel 
& Conference Center, Lubbock; tscna.org
Utah 9-11 Jun; Southern Utah Area Convention 10; Hilton 
Garden Inn, Saint George; nasouthernutah.org/suacna-
convention
Virginia 27-29 May; Marion Survivor’s Group Campout; 
Hungry Mother Lutheran Retreat Center, Marion; Marion 
Survivor’s Group; 139 W. Main St; Marion, VA 24354
2) 21-23 Jul; Blue Ridge Area Campout 36; Natural Chimneys 
Campground, Mount Solon; branacampout.org
3) 4-6 Aug; Almost Heaven Area Convention 31; 4-H Center, 
Front Royal; na2day.tripod.com/genericflier31.pdf
Washington 21-23 Jul; Peace in the Pines; Camp Tokiwanee 
Lost Lake, Tonasket; gclana.org
Wyoming 26-28 May; Upper Rocky Mountain Regional 
Convention 18; Radisson Hotel, Cheyenne; urmrna.org

 NA Way マガジン
NAWS ニューズ
リーチングアウト

EメールによるNAWS最新情報
今日だけ

毎日のEメール配信

インターネット版の予約購読:  
印刷費　ゼロ 
郵送費　ゼロ 

そのままEメール配信されます。

ただいま募集中…
グループのミーティングフォーマット
　NAのグループは、世界中でそれぞれに独自のやり方
でミーティングを開いています。メンバーたちは、ホー
ムグループのために新しいアイデアを模索することが多
いので、私たちはnaway@na.org/localresources にあ
る「ローカルサービスリゾース」というWebページを
つねに更新しています。そこで、みなさんにお願いがあ
ります。ミーティングフォーマットをはじめとして、み
なさんのグループがすべきことをするのに役立てている
資料をこちらにお寄せください。それを、今度は、ほか
のグループが自分たちのすべきことをするのに役立てて
もらいましょう。 

fsmail@na.org
FS Team	 fax: 818.700.0700 
PO Box 9999	 (attn: FS Team) 
Van Nuys, CA 91409

http://www.na.org/subscribe
http://www.na.org/subscribe
http://naway@na.org/localresources
mailto:fsmail%40na.org?subject=
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Special JFT Bundle
while supplies last

Just for Today Collector’s 
 Edition & 2017 Calendar

A special hand-numbered, limited 
quantity collector’s edition, 

commemorating the two millionth 
copy of JFT.

Item No. 1115B    Price US $33.00/26.49 €

2017 JFT Calendar
Get your daily recovery inspiration 
and encouragement with excerpts 

from our Just for Today book.
4.25” x 5.25” tear-off pages with easel.

Item No. 9500    Price US $7.00/6.49 €

Estonian
IP #11: Sponsorlus

Item No. ET3111    Price US $0.24/0.21 €

Hungarian
The NA Step Working Guides

A NA Munkafüzet a lépésekhez
Item No. HU1400    Price US $8.50/7.50 €

Odia
IP #1: କଏି, କ’ଣ, କପିର ିଏବଂ କାହିଁକ ି?

Item No. OR3101    Price US $0.24/0.21 €

Polish 
The Group Booklet 

Książeczka grupy
Item No. PL1600    Price US $0.95/0.82 €

NAWS Product Update

Behind the Walls
Za kratami
Item No. PL1601    Price US $0.95/0.82 €

Group Reading Cards (Set of 7)
Item No. PL9130    Price US $4.60/4.25 €

Portuguese
IP #29: Uma Introdução às  

Reuniões de NA
Item No. PO3129    Price US $0.24/0.21 €

Spanish
 IP #26: Accesibilidad para aquellos con 

necesidades adicionales
Item No. SP3126    Price US $0.24/0.21 €

http://www.na.org/subscribe


Coming Soon
Line-Numbered Basic Text 

Narcotics Anonymous
Item No. 1101LN    Price US $11.55/10.00 €

Twelve Traditions Bookmarks  
(Set of 12)

Attractively packaged set 
of twelve bookmarks with 
each Tradition debossed 
on one side and striking 

artwork inspired by Guiding 
Principles: The Spirit 

of Our Traditions on the 
other side.

Danish
Just for Today

Revised to the Sixth Edition Basic Text
Bare for i dag

Item No. DK1112    Price US $9.00/7.90 €

Portuguese 
Sixth Edition Basic Text

Narcóticos Anónimos
Item No. PO1101    Price US $11.55/10.00 €

Spanish
Concordance Line-Numbered Basic Text 

Narcóticos Anónimos
Item No. SP1102LN    Price US $11.55/10.00 €

eLit 
Soon available thru  

Amazon, iTunes, and Google Play:

Italian Basic Text 
Narcotici Anonimi

Spanish Basic Text 
Narcóticos Anónimos

Slovenian
IP #2: Skupina

Item No. SL3102    Price US $0.31/0.26 €

IP #7: Ali sem odvisnik?
Item No. SL3107    Price US $0.24/0.21 €

IP #16: Za novinca
Item No. SL3116    Price US $0.24/0.21 €

IP #22: Dobrodošel v NA
Item No. SL3122    Price US $0.24/0.21 €

Group Reading Cards (Set of 5)
Item No. SL9130    Price US $4.60/4.25 €


